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第1章

は じめに

環 境 情 報 学 部 長

斎 藤 信 男

ns◎sfc.keio。ac.jp

慶磨 義塾 大学 湘 南藤沢 キ ャ ンパ ス(ShonanFujisawaCampus以 下SFC)で は1990年 の

開設 以来 、新 しい試 み として学部1年 生全 員 を対 象 に情 報処理 教育 を行 って いる 。SFCの

情 報 処理教 育 で は 、まず 最初 の半年 で コン ピュー タの使 い方 を学 び 、後 半 の半年 で更 に コ

ン ピュー タの概 念 を知 るため に簡単 なプ ログ ラ ミング を学ぶ 。 この よ うな方 針 の情 報処 理

教 育 は非 常 に画期 的 な もの として注 目 を浴 びた。

この よ うな情報 処理教 育 を支 える ため、SFCで はい くつ かの支援 体 制 を設 け た。 その1

つ が独 自の教材作 成で あ り、も う1つ 特徴 的 な もの にTA(TeachingAssitant),SA(Student

Assistant)に よる授 業 の補助 が あ る。

これ まで にない方 針 に よる情 報 処理教 育 を行 うには カ リキュ ラムの作 成 も独 自の もの と

な るので 、授 業 の ため の教材 も既 存 の書籍 で は十 分 に対 応 で きない。そ こで 、 カ リキ ュ ラ

ムの 内容 と共 に教材 自体 も独 自 に作 成 す る必 要 があ った 。そ して 、教材 を学生 に提 示す る

方 法 につ いて も既 存の枠 組 に とらわれず 、キ ャ ンパ ス ネ ッ トワ ー クに置 き、独 自の仕組 み

に よっ て行 うこ とと した。

SFCに おけ る情 報処 理教 育 は 、学生 にコ ンピュー タを道 具 と して使 い こなせ る よ うに な

るこ とを 目標 と して い る。従 って 、授 業 で は実 際 に コ ンピュー タに触 れて動 か してみ る こ

とが 重要 な位 置 を占め てい る。その ため 、1ク ラス当 た り40人 程 度 とい う少 人 数の編 成で

演 習 の時 間 を取 って い る。 これは講 師 に対 して学生 が 質問 しやす い ように配慮 した結 果で

あ る。 しか し、それ で も1人 の講 師が40人 の学生 を十分 に指導 す るの は困難で あ る。そ こ

でTA,SAと い う形 で学 生 が補助 して いる 。TA,SAは 年齢 的 に も学部1年 生 に近 く、質

問 も しやす いの で 、大 きな効 果 をあげ てい る。

この よ うな状 況 に加 え 、1994年 にSFCに 大学 院 が設立 され る と、TA,SAも 教材 作 成

に加 わ り補助す る よ うになった。本報 告書 で は、SFCの 情報処 理教 育 の教材 を作 成経 過 を

報告 し、そ の結 果 の評 価 に基づ い て情報 処理 教育 の教材 とい う側 面 か ら今 後 のキ ャ ンパ ス

の計 算機 環境 につ いて述べ てい る。 この報告 書が これか らの教材 作成 とキ ャ ンパ スの計算
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8 第1章 は じめ に

機環境に対 して影響 を与えることを願う。

1.1本 報告 書 の概要

本報告書では、SFCに おける情報処理教育の教材作成 をTA,SAと して担当 したことの

ある者が集 まり、主に1996年 度の情報処理1用 の教材作成や授業の進行 における経.験をも

とに、その作業報告 と問題点の解決に向けた提言を行った。本報告書の各章毎の執筆者は

以下の通りである(所 属は1997年3月 現在)。

第1章 はじめに

第2章 情報処理1の 教材

第3章 おわ りに

斎藤信男(環 境情報学部長)

山根 健(政 策 ・メデ ィア研究科修士課程)、

國友恭子(総 合政策学部)、

安田絹子(政 策 ・メデ ィア研究科修士課程)、

田中頼人(総 合政策学部)

山根 健(政 策 ・メデ ィア研究科修士課程)



第2章

情報処理1の 教材

政 策 ・メデ ィア研 究 科 修 士 課 程

山根 健

yamachan@mag.keio.ac.jp

総 合 政 策 学 部

國 友 恭 子

s94145kk◎sfc.keio.ac.jp

政 策 ・メデ ィア研 究 科 修 士 課 程

安 田 絹 子

kinuko◎mag.keio.ac.jp

総 合 政 策 学 部

田 中 頼 人

s93277yt◎sfc.keio.ac.jp

2.11995年 度 ま での 教 材

まず は じめ に、1995年 度 まで情報 処理1で 用 い られ て きた教材 につ い て述 べ る[1]。

これ まで情報 処理1(SFC開 設 当初 の科 目名 は 「情 報処理 言語1」)で は様 々なッ ール をを

通 じて教 材 をオ ンラ イ ンで提 供 して きた。

最初 に情報 処理 言語Iaの ため にオ ンラ イン化 され た教 材 であ るiplnoteで は、プ レー ン

テ キス トと して書 かれ た フ ァイル を表 示す る イン ター フ ェースで提供 して い た。

1995年 度春 学期 の情 報処 理Iaで はiplhtが 用 い られた。 これ は 、HTMLに よって記 述

された教 材 をWWWブ ラウザ に よって表 示す る もの であ った。HTMLに よる教材 はハ イ

パ ーテ キ ス トの利 点 で表現 力 に富 む。 しか し、WWWブ ラ ウザ は大 きなプ ログ ラムで あ

り、授 業 が行 われ る特 別教 室 の計 算機 で あ るX端 末 で起動 す る と、起 動 に時 間が かか る、

同時 に複 数人 が起動 す る と端 末 が以 上停止 す るこ とが あ るな どの問題 点 があ った 。

9



10 第2章 情報処理1の 教材

情 報処理 言語Ib(現 在 の情報 処理Ibcに 相 当)で は 、1992年 度か らip1。hpが 用 い られた。

これ は、独 自開発 の言語 に よって記 述 され た教材 をカー ド型 の ウ ィン ドウで表示 し、 インタ

ラ クテ ィブ な処理 に よってプ ログ ラムの解説 な どを よ り視覚 に訴 え られ るユ ーザ イン ター

フ ェース を提 供 してい た。 これ に よ り、テ キ ス トだけ で は表 現が 難 しい こ とで も分 か りや

す く解 説 で きる よ うにな った。

また、理工 系で は ないSFCの 学 生の ため 、初 め てプ ログ ラ ミング を行 う学生 で も親 しめ

る ようにプ ログ ラ ミングの導 入時 に ター トルグ ラ フ ィックス を用 い てお り、そ の ための独

自の ラ イブ ラ リを導 入 してい る。 同 じく、プ ログ ラ ミング初 心 者 に実 行結 果が 理解 しや す

いプ ログ ラ ミング を支援 す る ためグ ラ フ ィックラ イブ ラ リを開発 し、提 供 して い る。

この ように、情 報 処理1の 教材 はIaとIbcで 別 々の方式 で作成 され 、提供 されて きた。

教 材 の作成 作業 は 、SFC開 設 初期 の段 階 では教 員 に よって行 われ て きたが 、近年 で は学 生

有志 の協 力 で行 われ て きた 。

2.21996年 度 の 教 材

1996年 度 はMIO(MultimediaInformationOrganizer)シ ステ ム上 に構築 され た情 報 処

理教 育用 アプ リケ ーシ ョンであ るiplmio[2]を 通 じて教材 を提 供 す る こ とになっ た。

教材 作 成 の実作業 は 、前年 度 まで と同様 、学 生有志 に よって行 われ る こ とにな った。但

し、前年 度 とは異 な り、ス タ ッフ を広 くTA/SAか ら募 集 し、公 的 な組織 として活動 す る

ことに なった。 また 、グ ラ フ ィックラ イプ ラ リの 開発 も学生 有志 によ って行 われ た。

以 下 で は、まずMloシ ス テム とiplmioの 概要 につい て述 べ 、続 い て情 報処理Ia・ 情報

処理Ibcそ れぞ れ につ い て教材 の概 要 を述 べ る。

2.2.1MIOシ ス テ ム とiplmio

MIOシ ス テ ムは、1994年9月 、萩野達 也助教 授 らに よって開発が 始 まった。MIOシ ス

テム は、そ れ まで情 報 処理用 の教材 に用 い られて きたシ ステム を発 展 させ 、多 くの用途 に

共通 して使 える基盤 環境 を目指 した ものであ る。iplmioは1995年10月 、MIOア プ リケ ー

シ ョンと して登場 した。iplmioは カ ラフル な表 示 、初 已・者 に も使 いやす い操作 体 系 、3次

元 グ ラ フ ィクスの埋 め込 み機 能 な どを備 えてお り、 これ まで の教材 にあ った問題 点の い く

つか を解 決 した。

iplmioは 、

・ マ ルチ メデ ィアの オブ ジ ェク トを扱 える こ と

●高度な拡張性を持つこと

の2点 を特 に重視 して設計 されて い る。設計 され た時期 はWWW(WorldWideWeb)の ブ

ラウザ と してMosaicが 主 流 だった ころであ り、動 的なマ ルチ メデ ィア表現へ の強 い要求が

あ った。 また 、汎 用 の基盤 環境 として特 定 の型 に閉 じこ もらない柔軟性 も必 要 とされ た。
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2.2.2教 材 の 概 要 一一 情 報 処 理Ia一

情報処理Iaは 学生がSFCに おいて計算機 を利用す る方法の習得を目指すものである。

授業は、各週で取 り上げるテーマの説明を主な目的とする 「演習」と、実際に計算機を利

用 してテーマの内容を理解することを目的とする 「自習」の2コ マで構成 される。1996年

度情報処理Iaの 授業内容 を表2ユ に示す。授業内容 は基本的 に昨年度 と変わっていない。

表2.1:情 報 処理Iaの 授 業 内容

週1 授業内容

1 ウ ィンド ウの使 い方

2 テ キ ス トエデ ィタ入門(mule)

3 日本語 入 力入 門(egg)

4 電 子 メール入 門(mh)

5 文書処理入門(LATEX)

6 UNIXシ ステム入 門

7 電 子 ニュ ース入 門(gnUS)

8 WorldWideWeb入 門

9 muleの 少 し高 度 な使 い方

10 日本語BTEXの 発展

11 WWWホ ームペ ー ジを作 ろ う

12 ま とめ

前年度までと異なるのは、例年ラップ トップの共同購入直後に基本的な使い方について解

説する週を設けていたが、必ず しも全員が購入するわけではないので不要ではないかとい

う意見も出たため削除されたことである。削除された分を補う項 目は加えられなかったた

め、前年度は13週 分で構成 されていた教材が12週 分に減ることになった。

このように、新たに教材の内容を考える必要はなかったため、昨年度作成されたHTML

の文書や画像 をそのままiplmioの ために再利用す ることがで きる。これに加えて昨年度の

教材の反省点を補い、更にMIOシ ステムの利点 を生か した教材の作成をすれば良い。こ

のような状況のもとに、以下のような方針で教材作成を行うこととした。

・ 前 年度 の教材 であ るiplhtの 内容 をiplmioに 移植

●各週の冒頭に目次として 「今週の主な項 目」を追加

●各週の末尾にまとめとしてQ&Aを 追加

・必要 に応 じて各週のテーマになっていることを利用する上での心得を追加
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・ より進んだ使 い方や同じサービスを利用するための別のソフトウェアの使用法などを

「付録」として補足

以下ではそれぞれの方針の詳細について述べ、具体的な教材例を示す。

iplhtか らiplmioへ の移植

iplhtとiplmioに は教材 を表 現す る上 で表2,2に 示 した よ うな相 違点 があ る。

表2.2:iplhtとiplmioの 相 違 点

ー1 iplht iplrnio

1ペ ー ジの大 きさ ウ ィンドウの大 きさ以上 も可能 ウ ィンドウの大 き さで固定

記述方法 文章 箇条書き

文字の表示方法 表示したまま 文字を隠すことができる

このような相違点があるため、移植作業を行う上で以下の点を考慮する必要があった。

1,ペ ー ジの 制約 な く書 かれ たiplhtの 内容 を どの よ うに区切 ってiplmioの1ペ ージ に

収 め るか

2.文 章で書かれたiplhtの 内容 を箇条書 きの文にするためどのように表現を変更するか

3.新 たに保有す ることになった、文字を隠す機能をどのように用いれば有効に活用でき

るか

これ らの点 を考慮 してiplhtに 書 か れた文章 をiplmioの1ペ ージに移植 した例 を図2.1に 示

す。 この例 は第2週 でmule(emacs)に つ い て説 明 してい る部 分で あ る。iplhtで は 「mule

(emacs)と は」 と して文章 で説 明 されてい る部分 がiplmioで は箇条書 きで説 明 して い る。

そ して 、mule(emacs)に つい て説 明 して いる部分 だけ で1ペ ー ジ を構成 して いる 。 また 、

この よ うな基 本的 な説 明は重 要 なの で初 期状 態 か ら表示 され てい る方 が 良い との判 断か ら

文字 を隠す機能 は使用 してい ない。結 局 、殆 ん どのペ ー ジで は文字 を隠す機能 は用い なか っ

た(用 い たペ ー ジ につ い ては後述 す る)。

「今週の主な項目」の追加

各週の教材は長いものなので、その週の授業内容がどのような項目から成り立っている

のか、教材 を読んでいる時に自分がどのあた りを読んでいるのかなど、履修者が全体像を

理解 しながら教材を読み進めることを支援する機能を付け加える必要があると感じられた。

また、上述のように、1ペ ージが週単位で構成 されていたものから各週の内容が細かく分

割されたペー一ジから構成されるようになったので、従来のままでは履修者にとって各週の

教材の構成が把握 しにくくなるのではないかという懸念が生じた。
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そ こで 、1996年 度か ら各週 の最 初の ペ ー ジに 「今 週の 主 な項 目」 を列 挙す る こ とと し、

ここか ら各項 目の内容 に移動 で きる ように した。「今週 の 主 な項 目」 の例 を図2 .2に 示 す,

列 挙 され てい る各項 目の部 分 を ク リックす る と、該当 す る内容 のペ ー ジ に移動 す る こ とが

蟹1灘i難 蟹騰縫灘藝繍灘綴灘麟講藩鐵銚肇懸

図22!「 今 週 の主 な項 目」の例

で きる 。

Q&Aの 追 加

iplhtで は 自習の 時間 の部 分 に書 か れた教 材 は練 習 問題 くらい で、後 は 「演 習の時 間 にや

り残 した こ とが あれば 、それ をや りま しょう」 と書 いてあ るだけの ところが 多か った。そ こ

で 、自習の時 間 に もipユmioの 教 材 で復習 がで きる よ うにす る こ とと した。 ここで 、iplmio

が持つ 文字 を隠す 機 能 を用 い 、問題 の答 を隠 して履 修者 が答 を確 認 した い時 に答 を表 示 さ

せ る こ とが で きる よ うに した。

Q&Aの 例 を図2.3に 示 す。 こ こで 、「一一一」 と表示 され てい る部 分が 隠 され た文字 で 、

ここ を クリ ックす るこ とで隠 され た文字 が表示 され る。

「心得」の追加

これ までの教材 で は各週 の テーマ にな って い る システム を利用 す る際の マ ナー につい て

触 れ てい る ところが少 なか った。そ こで 、毎 週 の テーマ毎 に利 用 す る際 のマ ナー を 「心 得」

と して まとめ る こ とに した。「心 得 」 の例 を図2.4に 示すe
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「心得 」 は全 ての週 には付 け加 えず、必 要 に応 じて付 け加 え る こと と した。実 際 に付 け

加 え られ たのはmule(emacs)、 電 子 メール 、1班 自Xの 週 であ る。

「付録」の追加

情報処理Iaで はSFC-CNSで 計算機 を利用す る際に最低限必要とされていることを取

り上げる。ここで取 り上げられることは、履修者が理解できることを基準に選ばれるため、

いくつかの便利な機能や高度な使い方が削除されることがある。また、電子メールや電子

ニュースのように、1つ のサー ビスを利用するための ソフトウェアがい くつもあっても授

業では1つ だけ を選んで教 える場合 もある。

そこで、情報処理Iaの 内容 として演習の時間には教えないが、履修者が自分でより深 く

学習するための教材として 「付録」を用意することにした。これも 「心得」と同様、全て

の週に加えたわけではない。付録として追加 した週と内容を表2.3に 示す。

表2.3:付 録 の内容

週1 内容

4 Mewの 使 い方

5 エ ラーへ の対 処

8 文字入力時のキー操作、URL

9 バ ッ フ ァ と フ ァ イ ル 、muleに 関 す る主 な キ ー 操 作 、

muleの 更 に進 ん だ使 い 方 、mule2に つ い て

10 知っていると便利な制御語

12 情報処理Iaの 目的、CNSの 計算機環境

2.2.3教 材の概要 一 情報処理Ibc一

情報処理Ibcは プログラ ミング を通 じて計算機の機能をより深 く知ることを目的として

いる。プログラミング言語には1991年 度以来G言 語が採用 されている。授業は、一般教

室で各週のテーマについて説明する 「講義」と実際に計算機でプログラムを起動 しながら

行 う 「演習」に分かれる。1996年 度情報処理Ibcの 授業内容 を表2。4に示す。授業内容 は

前年度 と変わっていない。

教材作成作業の方針は、

。iplohpか らiplmioへ の 移 植

●補助教材の作成

の2点 を柱 と した。以 下 では それ ぞれの詳細 につ いて述べ る。



2.2.1996年 度 の 教 材 17

表2.4:情 報処 理Ibcの 授 業 内容

週1 授業内容

1 プ ロ グ ラム って な に?(タ ー トルグ ラ フ ィックス)

2 く りか え し(int型 変 数 、f。r文)

3 入 出 力 と計 算(scanf,printf)

4 場合分け(if文)

5 部品を作ろう(関 数)

6 小 数 の計算(d。uble型 変 数)

7 た くさ ん の デ ー タ(while文 、配 列

8 文 字 と文字 列(char型 変数)

9 グ ラ フ ィックス(グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リ)

10 フ ァ イル(ス トリー ム型変 数)

11 並べ 替 え(ソ ー テ ィング アル ゴ リズム)

12 検索(サ ーチ アル ゴ リズ ム)

iplohpか らiplmioへ の 移 植

教材 の ための ファ イル形式 はiplohpとiplmioで は大 き く異 なってい る。 しか し、iplmio

開発者 に よって形式 を変換す るツー ルが作 成 され 、変換 済 みの ものが用意 されてい たので 、

基 本 とな る教材 は既 に存 在 していた 。

但 し、この変換 ツールは完全 な もので はな く、文字や 図形 の配置 が微 妙 にず れて いた り、

プ ログ ラム を疑似 実行 す る部 分がiplmio形 式 に変換 され てい なか った り、い くつ か修正 が

必 要 な部分が あった。文 字 や図形 の配 置は 、文字 や図形 を置 く座標 を細 か く変更 して指 定す

るこ とに よって修 正 した。プ ログ ラム疑似 実 行部 の移植 は、第1週 と第2週 の分 はiplmio

開発 者 が作 業 を行 ってい たの で、 これ を参 考 に作業 を行 うこ ととなった。 プ ログ ラム疑似

実行 部 の移植 例 を図2.5に 示す。

この よ うに 、iplohpで 実現 されて いた機 能 をiplmioで 実現 す る こ とが教材 作 成作 業 の

最低 限 の 目標 となった。

補助教材の作成

情報処理Iaで 付録 を付け加えた ように、情報処理Ibcで も、授業全体の流れか らはやや

外れることや講義や演習で全員に向けては教える必要のない項目について説明するため、

補助教材を作成することになった。当初作成を予定 していたのは以下の項目である。

1.ラ ップ トップ での プ ログ ラ ミング環境

2.グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リの 高度 な使 い方
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3.コ ンパ イル時 のエ ラーへ の対 処

4.簡 単 なデ バ ッグの方 法

5.ミ ニ プ ロ ジ ェ ク トの ヒ ン ト

実 際 には作 成作 業 に手 間取 り、作 成 が完 了 したの は 「ラ ップ トップ でのプ ログ ラ ミング

環境 」 と 「グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リの高 度 な使 い方 」 だけで残 りは未完 の まま終 わ る こ

とに な って しま った。

実際 に作 成 した補助 教材 の 目次 ペ ー ジを図2.6に 示す 。
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図2,6:情 報処 理Ibc補 助 教材

2.3教 材 の作成作業

1996年 度の情報処理教育教材 として提供 されたiplmioの フ ァイル形式 は前年度 までの

教材 の形式 とは異なるものであったため、移植作業が必要であったことは前節で述べた通

りである。ここでは、実際の具体的な作業内容 と、その際に生 じた問題点について述べる

こととする。
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2.3.1春 学 期 の 作 業

1996年 度 春 学期 の教材 作 成作 業 は 、iplht用 の 教材(HTML形 式)か らiplmio用 へ の

移植 作 業 が 中心 で あ った 。iplmioはmio-lispと い うMIOシ ス テ ムの ため に拡 張 され た

LISPを 使 って書か れ たアプ リケ ーシ ョンで あ った。従 って、/pub/sfc/ipl/iplht/内 の内容

をmio-1isp形 式 にす る とい う作業 が必 要 だ ったので あ る。 しか し、教材 作 成 にあ た った メ

ンバ ー にLISPに 馴 染 みの あ る者 が あ ま りい なか ったため 、多 くはす で に存 在 してい た移

植例 を参 考 に して作業 を開始 した。作業 そ の ものは12週 分 を4入 で分担 し、行 なった。

具体 的 に は、以 下 の作 業 が必 要 であ った。

1,HTML形 式 の タグ をmio-lisp形 式 に 変 換

2.文 章で書かれた ものを箇条書 きへ直すこと

3.ペ ー ジ レ イ ア ウ トの 改 良

4.装 飾

は じめ に、1に つい てで あ るが 、HTML形 式 の タグ をmi(トlispに す る際 には 、機械 的 に

タグ を置換 す る こ とが圧倒 的 に多 く、そ うでな くとも、多 少の修 正 で済 む部 分 が ほ とんで

あ った 。

続 い て2に つ いて であ る。iplhtで は アプ リケ ーシ ョン側(こ の場 合 はMosaic側 〉で 自

動 的 に改 行が な され るた め、文章 を書 く際 に、分量 を さほ ど気 にす る必 要が な かっ た。 し

か しなが らiplmioで は改行 は され ない ため 、文 章 で書 くの には不 向 きで あ った 。そ こで 、

iplht内 で は文章 で書 か れ た もの を箇 条書 きに し、適宜 改行 を入 れ る よ うに した。

3に つい ては 、HTML形 式 ではペ ー ジの制約 は なか ったが 、iplmioに おい ては1ペ ー ジ内

に書け る内容 に制 限が あ ったため 、(newpage)と い う タグ を利用 して、強制 的 に改 ペ ー

ジ をす る必 要が あ った。 したが って、上記 の箇 条 書 きと合 わせ て 、1ペ ー ジ内で どれだけ

の内容 を収 め るの か を考 えて作 業 を進 めた 。

4に つい ては 、そ れぞ れ 、強調 したい文字 の 色(基 本 は黒)を 変 える な ど とした り、ペ ー

ジ内 にgif形 式の絵 を張 り付 け た程度 で あ る。

2.3.2秋 学 期 の 作 業

1996年 度 秋学期 の教材 に関 して も、/pub/sfc/ipl/iplohp内 の 内容 をmio-1isp形 式 にす る

とい う作業 が必 要 で あ った こ とに変 わ りは ない。 しか し春学期 と異 な り、す で に変換 ツ ー

ルに よってmio-1isp形 式 の基本教 材 は存在 してい た ため 、基本 的 には、以下 の作業 が 中心

とな った。

1.図 や文字などの位置修正

2.プ ログラム疑似実行部など複雑 な部分の移植
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1に つ いて は 、微妙 な文字 や図 、線 な どのず れ を修正 す るの みで あ った。

作 業 その もの は 、12週 分 を二 人 で担 当 してい た ため 、7週 目まで は交 替 で作 業 を進 め て

いた。1996年 度 春学期 に比べ 、作 業時 間 を短縮す る必 要 も出 て きて しまったため 、か な り

の負 担 になって しまったの は事実 で あ る。 しか し、8週 目以降 に関 しては 、MIOシ ステ ム

開発 者 よ り修正 版 が提 供 され た ため 、内容 の修正(9週 目の み)、 お よび動 作確 認 を行 な う

に とどま った。

2.3.3生 じ た 問 題 点

前 述 の通 り、1996年 度 の情 報 処理教 育 の教材 と して提 供 され たiplmioはmio--lispと い

うプ ログ ラ ミング言 語 を使 って書 か れた アプ リケー シ ョンであ る。 このmio-lispに 関 して

は、教 材作 成 にあ た った メンバ ー には馴 染 みが な く、 しか も完成 され たマニ ュア ル等 もな

か った。 したが って 、作 業 中エ ラーが 出ない間 は作 業が比 較的順調 に進 むの だが 、ひ とた び

エ ラ ーが 出 る と、デ バグす るた め に時 間が かか って しま うこ とが多 か った。 その結 果 、教

材 の完 成が授 業 に間 に合 わ ない とい う状 態 が起 きて しま うこ とが多 くな って しま った。

特 に この作 業 を通 して感 じて た問題 点 と しては以 下 の2点 が あげ られ る。

1.ペ ー ジの レ イ ア ウ ト ・配 色 な どへ の 統 一 性

2.シ ステ ム上 、エ ラー時 のデ バ グが困難

まず は、1の 統 一性 につ い てであ るが 、 これは主 に1996年 度春 学期 に生 じた問題点 で あ

る。4人 で作業 を行 なっていた に もかか わ らず 、統一 された フ ォーマ ットを決 めてい なか っ

た ため 、色 の使 い方 や 、一週 分 のペ ー ジ数(最 高 ペ ージ差23ペ ー ジ、詳 し くは表2.5参 照)

な どに統 一感 が なか っ た。

表2.5:各 週 のiplmioの ペ ー ジ数

週1ペ ー ジ数II週1ペ ー ジ数

第1週 20 第2週 16

第3週 17 第4週 15

第5週 25 第6週 27

第7週 27 第8週 20

第9週 24 第10週 30

第11週 38 第12週 21

次 に、2に つい てであ る。iplmioで は、エ ラー メ ッセ ー ジが 出 るわけで は ないので 、具体

的 に どこが エ ラ ーなの か分 か りに くか った。エ ラーが出 てい るこ とは分 か るの だが 、プ ロ

グ ラムの 中の どこ まで が正 常 に動 い てい て 、 どこで エ ラー を起 こ して止 まって しまって い

るの かが分 か らない。 エ ラー箇所 を見 つけ るため に 、画像 を挿 入 してみ るな どを してい た
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ため 、時間 が かか った。 しか しなが ら1996年 度春 学期 に関 して は基本 的 に単 純 な移植作

業 だけ であ ったの で 、エ ラーの 数 も多 くあ った ものの 、同 じよ うなエ ラーが多 く、対処 は

しやす か った。 ところが秋学期 に なる と、拡 張 された ものが 出 て きて 、単 純 に タグ を張 り

付 け る とい うだけ で は済 ま され ない部 分が増 えて きた。 その ため 、春 学期 以上 にデ バ グ に

時 間 を割 く必 要が 出 て きた。完成 された マニ ュ アルな どが なか ったの も原 因 の1つ だ と言

える。

2.4グ ラ フ ィック ス ラ イブ ラ リ

2.4.1背 景 と歴 史

グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リは、プ ロ グラ ミング初 心者 に も基 本 的 な ウ ィン ドウ操 作 や グ

ラフ ィックス描画 を行 な える よ うに、情 報処 理Ibc用 の教材 として作 成 され た簡易描 画 ラ

イブ ラ リで あ る。

グ ラ フ ィック スラ イブ ラ リは、当初 は教 員 に よって開発 されてい たが 、1994年 度 か ら学

生有 志 によ って開発 ・提 供 され る よ うにな った。

1995年 度 までは 、学 校 のUNIXマ シン上(XWindowシ ステム上)で 動 くラ イブ ラ リと、

家 での作 業 用 に開発 され たMS-DOS上 で動 くサブ セ ッ ト版 の み を提 供 してい たが 、学校

推 奨機種 の ラ ップ トップ の ほ とん どがWindows95搭 載機種 とな った こ と を受 け、1996年

度 か らWindows95版 の ラ イブ ラ リ も提供 す るよ うにな った。

また、1996年 度 か ら ター トル グ ラフ ィックス との統合 を行 ない 、Windows95版 の ター

トルグ ラフ ィックス を提供 す る と ともに、それ まで教 員 に よって 開発 ・保 守 されて きた ター

トルグ ラフ ィックス も学 生有志 が保 守す る よ うに なった。

2.4.2機 能 の 概 要

グ ラ フ ィックスラ イブ ラ リは 、以 下の よ うな基 本的 な機 能 を提 供 して いる。

● ウ ィ ン ドウ操 作(オ ー プ ン,ク ロ ー ズ 等)

・基 本描 画操作(点,線,円,矩 形,多 角形 等)

● マ ウ ス ・キ ー イベ ン ト処 理

●基本イメージ操作(矩 形領域のコピー等)

・描 画属 性設 定操作(線 の 太 さ,ス タイル,色,描 画モ ー ド等)

・ 画像 フ ァイル操作(ビ ッ トマ ップ,GIFフ ァイル等 の描 画)

・ テ キス ト描 画 ・テ キス ト入力

・ サ ウン ド機 能(beep音)
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また 、XWindow版 で は 、1995年 度 か ら複 数 の ウ ィン ドウ操作 や違 うデ ィスプ レ イに

ウ ィンドウ を開 くな どの操作 を提 供す る ようにな り、簡単 なゲ ームプ ログ ラムやsocketを

使 わ ない通 信 プ ログ ラ ムの作 成 を支援 してい る。

これ らの多 くの機能 は、XWindowやWindows95のAPI(ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ

ラ ミング ・インター フ エース)を 使 ってプ ログ ラム を した こ との ない人 で も簡単 なウ ィン

ドウの操 作 や描画 が 行 な える よ うに、下位 の ウ ィン ドウシス テムが提 供 して いる細 かい機

能 の多 くを隠 して い る。

また 、マ ウスや キ ーの入力 処理 につ い ては 、本 来 イベ ン トド リブ ンの プ ログ ラ ミング形

式 を とるのが普 通 だが 、通常 の標準 入出力 を用 い たプ ログ ラムの形 式 に慣 れ てい る初心 者

に も親 しみやす い よ うに、「イベ ン トを待 つ 」「イベ ン トがあ るか ど うか調べ る」 な どの単

純 な関数 のみ を提供 してい る。

2.4.3問 題 点

授業中に生じた問題は以下の通 りである。

バグ

グラフィックスライブラリ自体が学生主体で開発 しているものであり、教材 として耐え

られるほどのテスト実験を行なっているわけではないため、バグが学生や教員から多 く報

告された。

授業中でのバグ発見は、学生のプログラムのバグとライブラリのバグの双方の可能性が

あるため、教える側にも負担になったのではないかと推測される。このような問題を解決

するためには、開発時期 を早め、授業開始以前に教員や学生らによるテス ト期間を十分に

確保する必要がある。

プログラミング形式の混乱

前 述 した よ うに、本 来 イベ ン ト ・ド リブ ン形式 で書 い た方 が 自然 であ るプ ログ ラムで も

素 直 に イベ ン ト ・ド リブ ン形式 で書け ない。 また、複 数 の ウ ィン ドウやデ ィスプ レイの扱 い

な ど、グ ラフ ィックス ラ イブ ラ リ独 自の概 念 を提 供 してい る もの もあ り、実 際のXWindow

やWindows95上 でのプ ログ ラ ミング形 式 との 間に概 念 上 の隔 た りが あ る ところが い くつ

か ある。

これ らは 、XWindowやWindows95な どに詳 しい上級 生が グ ラフ ィツ クス ラ イブ ラ リ

を使 っ てい る下級 生 に教 える場合 や 、グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リになれ て しま った学生 が

将 来XWindowやWindows95に 移 行す る際 に問題 とな りやす い。

また 、XWindowやWindows95に 関す る参考 書 を読 んで実 際 にグ ラ フ ィックス ラ イブ

ラ リ内 で使 用 しよ うとす る(当 然 エ ラーが 出 る)学 生 も何 人か いた 。
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ラッブ トップ上での開発

グ ラフ ィックス ラ イブ ラ りだけの問題 では ないが、学 校 の環境 とラ ップ トップ とでは、9CC

の動作 や標準 入出 力 、ネ ッ トワー ク、 ウ ィンドウ環境 な ど、多 くの異 な る要 素が存在 す る。

グ ラ フ ィックス ラ イブ ラ リをは じめ として 、 さまざ まな ラ イブ ラ リや ツール で覆 い隠 そ

うと して はい るが 、同 じプ ログ ラムで もラ ップ トップ 上 と学校 のUNIXマ シ ン上 とで は微

妙 に動作 が異 な った りす る。

2.5学 生 へ の ア ンケ ー トに よ る評 価

この よ うに して作 成 され た教材 を授 業 で利 用 して み た学 生 は どの よ うに感 じたの か 、情

報 処 理1でiplm.ioを 約 半年 間利 用 して きた学 生 を対 象 と して ア ンケ ー トを行 い 、評 価 を

行 った。

2.5.1ア ン ケ ー トの 対 象

情報 処理Iaで 半年 間 、情 報処理Ibcで 数 回 にわた ってiplmioを 利 用 したSFC学 部一 年

生70名 を対 象 と し、無記 名 で実施 した。

2.5.2ア ン ケ ー トの 内 容

ア ンケ ー トの 内容 は図2.7に 示 す通 りであ る。

2.5.3結 果

回答総 数35、 回収率50.00%

1.所 属

総合政策学部 環境情報学部調
1520

2.性 別

女性 男性

麗
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●まず皆様 ご自身について伺い ます

1.所 属[コ 総合政策学部 口 環境情報学部

2.性 別[コ 女性 口 男性

3.ど れ くらいの頻度でコンピュータを使い ますか

口 毎 日 口 週に2～3回 口 週に1回 程度 □ ほ とんど使わない

4,自 宅でパーソナル ・コンピュータを所有 していますか

口 所有 している[コ 所有 していない

5.「 情報処理1」 の授業では、自分はどれ くらいの レベルにあると感 じてい ますか。

口 得意である

口 どち らか と言 うと得意である

口 普通

口 どち らか と言 うと苦手である

[〕 苦手である

●次 にiplmi。 に関 して伺 い ます

6.ipLmioを どれ くらい活用 してい ますか

口 積極的に活用 している

口 たまに活用 している

口 ほ とんど活用 していない

7.6で 「積極的に活用 している」「た まに活用 している」と答えて くださった方のみお答え ください。

その理由はなんですか。(複 数回答可)

口 操作が簡単である

口 画面が見易い

口 内容が 自分の レベルにあっている

口 説明がわか りやすい

口 授業時間外で も呼び出 して使える

ロ プ ログラム実行の様子がアニ メーシ ョンでわかる

口 他 に参考にする ものがない

口 その他()

8,6で 「ほとんど活用 していない」と答 えて くだ さった方のみお答え ください。

その理 由はなんですか。(複 数回答可)

口 操作が難 しい

口 画面が見 に くい

口 内容が簡単すぎる

口 内容が難 しすぎる

口 説明がわか りに くい

口 授業時間外 に使 う方法がわか らない

口 自宅のパーソナル ・コンピュータで使 えない

ロ プ リン トアウトして配 られた小冊子がある

口 市販の参考書 を使 っている

口 起動が遅い

口 動 きが遅い

口 その他()

●今後の参考 にさせていただきます

9.オ ンラ イン教材 にあ るとよい と思 う機能は何ですか?(複 数回答可)

口Netscapeの ようにネ ットワー ク上の情報にアクセスで きる機能

口 音声

口 動画

口 教員や他の学生 と共同作業で きる機能

口 教員のコンピュータと同 じ画面を見る機能

口 自分でメモを書 き込める機能

[]そ の他()

10.オ ンライン教材について感想 や意見があ りましたら自由に書いて ください

図2,7:ア ン ケ ー トの 内 容



26 第2章 情報処理1の 教材

3.ど れ く らいの頻度 で コン ピュー タを使 い ます か

毎日 ど
い
ん
な
と
わ
ほ
使

回に
度
遍
程

掴整

28 412

8割 の学 生 は毎 日コ ン ピュー タを利 用 してい る。情 報処 理1で 扱 われ る電子 メー ルや レ

ポ ー ト作 成 な どが直接 学生 生活 に結 び付 き、欠かせ ない もの にな ってい る。

4.自 宅 でパ ーソナ ル ・コン ピュー タ を所有 してい ます か

所有している 所有していない

7///////////////ai
32 ヨ

約9割 の学生が 「所有 してい る」 と答えている。SFCで5月 に行 われるラップ トップ共

同購入の影響が大きい。自宅で学習したいという要求にもつながる。

5.「 情 報処 理1」 の授 業 で は、 自分 は どれ くらいの レベ ルに ある と感 じてい ます か

どちらかと菖うと どちらかと言うと得見であ弓
得童であ■ 苦手で畠る瞥通

■手,s6

861065

6.iplmioを どれ くらい活 用 して い ます か

檎極的に唇用 た象に活用 ほとんど酒用
している しTvる しτ」、なL、

閉
417 14

7.6で 「積極的に活用 している」「たまに活用 している」と答えてくださった方のみお答

えください。その理由は何ですか(複 数解答可)



2.5.学 生 へ の ア ン ケ ー トに よ る 評 価 27

撮作が●単である

i西 ガ見島いil

内響が自分のレベルに 聾、
あっている

説明がわかりや†い

擾桑時問外でも騨び出
して使えるi:i

プロヴラムの実行の樋子がii
アニメーションでわかる

他 に纏 にするものがない ……

その他ii

7

「

U

4
「

2

1
凸

-
占

-
占

〔4

5

2

ボタンによるシンプルな操作、吟味された説明内容などが評価されている。オンライン

で常に呼び出せることの利便性 も大きい。

8.6で 「ほ とん ど活 用 して い ない」 と答 えて くだ さっ た方 の みお答 え くだ さい 。 その理

由 は何 です か。(複 数解 答可)

操作が難しい

i面 が見にくい

内容が簡単すぎる

内容が難しすぎる

脱明がわかりに くい

授業時 間外に使 う

方法がわか らない

自宅のパーソナル ・
コンピュータで使えない

ブ リン トアウ トして

配 られた小冊子がある

市賑の参考書を使 っている

起勤が遅い

動きが遮い

その他

0

1

2

1

o

1

1

6

1

6

6

3

起動、動作が遅いのならば紙の教材の方が使い勝手が良い。オンラインの利点を生かす

ならこの点を早急に改善する必要がある。教材の内容に対する不満は少ない。

9.オ ンライン教材にあるとよいと思 う機能は何ですか?(複 数解答可)
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Netscapeの よ うに

ネ ッ トワ ーク上 の情報 に
アク セス でき る機 能

音 声

動画

教 員や他の学生 と
共同作業できる機能

教員のコンピュータと

同じ画面を見る機能

自分でメモを
書 き込める機能

その他
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アンケート回答者35名 の うち33名 までが この質問に一つ以上の回答を寄せており、現

在の教材にはない新 しい機能への要望が強いことがわかる。共同作業、画面の連動につい

てはそれらがどんなものであるかを体験 していないためイメー・ジが湧かない、小教室で行

われるため必要性を感じないなどの理由で回答が少ないものと思われる。「ネットワーク上

の情報へのアクセス」は、WWWを 使いこなす ようになったここ数年の学生の状況から考

えて回答が多いことが予想できた。気楽に書 き込みができるのは現在のオンライン教材 よ

り紙の教材の方が優れている点の一つであ り、ここをサポートすることが今後の機能拡張

の重要な目標である。「その他」の回答 としては、「レベル別の練習問題」「検索機能」「相

互参照機能」があった。

10.オ ンライ ン教材 につ い て感想 や意見 が あ りま した ら自由に書 い て くだ さい

「メデ ィアセ ン ターで も見 たい」の意 見が2点 寄せ られた。これは ア ンケー トを行 った時

点 で メデ ィアセ ンターの ワー クステ ー シ ョン にiplmioが インス トール されて いなか った こ

とに よる。教材 利用 の ため だけ に遠 隔 ログ インす るのは面倒 で、動作 も遅 くなるのでSFC

の全 て の端末 で ロ ーカル に利 用 で きる ようにな るのが望 ま しい。

2.6今 後 の課 題

音声、動画の再生MIOシ ステムはマルチ メデ ィアのオブジェクトを扱えるように設計 さ

れているが、音声 ・動画を再生する機能はまだ付加されていない。情報処理1の 授

業内容 に音声 ・動画の扱 いが含まれず、使用される端末もそれらをサ=ポー トしていな

かったために需要が生まれなかったのが原因である。だが今後マルチメデ ィア時代の

新しいコンピュータ・リテラシの在り方が追求されてい くならば音声 ・動画の再生機

能は教材にも必須となるだろう。

教材読み込みの高速化 色の変化するテキストや画像を含んだ教材データを読み込み、表示

するためのオブジェクトを生成するまでには時間がかかる。情報処理1の 授業で使わ

れる端末でiplmioの1章 分(カ ー ド15～30枚 程度)を 読み込み表示するまで には約
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10秒 を要 す る。待 た される とい うこ とはユ ーザ に 「面 倒 くさい 」 とい う意 識 を持 た

せ て しま うの で この点 はぜ ひ とも改 善 した い。

ネ ッ トワー ク を介 した教材読 み込 み オ ンラ インの教材 は紙 の教材 に比 べ て配布 の手 間がか

か らず 、内容 の変 更 も容易 で あ る。 だが現 在 のiplmioは オ ンラ イ ンと言 って も実 際

にはNFS(NetworkFileSystem)に 依 存 してお り、SFCか ら三 田キ ャ ンパ スの ホス ト

に置 かれ た教材 デ ー タを取 って くる よ うな こ とはで きない 。 この 点で はWWWを 利

用 した教材 よ り も不 便 であ る と言 え よう。

自宅パ ソ コンでの使 用SFC学 生 の大 半 は 自宅 にラ ップ トップ またはデ ス ク トップ のパ ソ

コ ンを所 有 して い る。 当然 自宅 で も情報 処理1の 自習 を したい とい う要望 が生 まれ る

が 、WindowsやMacintoshの 環 境 にiplmioは 対 応 してい ない。Windows用 の ものが

試作 され た こ とはあ るがversion1相 当の古 い もの であ り、現在 は開発 が ス トップ して

しまって い る。教 材 ファ イル ご とパ ソ コ ンにいれ て しま う とオ ンラ インに よる メ リッ

トが な くなるため 、前述 の 「ネ ッ トワー クを介 した教材 読 み込 み 」 と合 わせ て この問

題 を考 え、開発 を進 め てい く必 要 があ るだ ろ う。

検索機能 電子的な文書が紙の文書 より優れた点の一つに 「検索の容易さ」があげられる。

大量の文書の中から希望のキーワードを探 し出すという作業はコンピュータの得意と

するところである。だがこの機能も現在のiplmioに は実装 されていない。

オ ーサ リ ング ツー ルの 開発 教材 にはそれ を利 用す る人 と、作 成す る人がい る。作 成者 が不

便 な環境 での作 業 を強 い られ れば 、それ は利 用者 に対 して も教材 の質 の低 下 とい う不

利 益 を齎 す。現在 のiplmioで は教材 の記 述 はmio-card形 式 とい うマ ー クア ップ 方式

の テ キス トフ ァ イル を作 成す る こ とに よって行 われ る。例 え ば図2.8の ような カー ド

を作 成 す るため には 、テ キ ス トエデ ィタ等 で図2.9の よ うに書 く必 要 があ る。

カー ド型で 表示 され る ため には、紙 やWWWブ ラウザ で見 る場 合 とは異 な り、各 オ

ブ ジェク トの表示位 置 を細 か く調整 しなが ら 「見栄 え」に気 を配 る必 要が あ る。この

点 でマ ー クア ップ方式 は カー ド型表 示 には不向 きで 、不便 であ る。市 販プ レゼ ンテ ー

シ ョンソ フ トの よ うなWYSIWYGに よるオ ■・…一サ リング機 能が 求 め られ るが 、UNIX

上 で この タ イプの ツール を開発 す る場 合 日本 語入力 の不 自 由さ とい う問題 に影響 され

て しま うのが悩 ま しい ところで あ る。

ユーザによる書き込み 現在のiplmioは 、すでに用意 された教材 を学生が見て自習するス

タイルを前提に作られている。気づいたことを書 き込み、保存する機能が加われば自

習の効率も上がるだろう。

他 者 との協調 作 業SFCに は優 れ た ネ ッ トワー ク環境 が構 築 され てい るが 、iplmioは これ

を生 か した協調 作 業 をまだサ ポー トして い ない。協 調作 業 の例 と して は、

・学生の学習履歴を教員が把握 し、適切なアドヴァイスを行 う

・講義時に教員と学生の見る画面を連動 させる
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図2.8=mio-cardの 例

(header,{Xlargeパ ス ワ ー ド の 変 え 方})

(big8kip)

(bigskip)

(section・{◇ 、(color"blue")yppasswd、(color"black")を 使 ってパ ス ワー ド を変 え て み ま

し ょ う})

(bigskip)

(itemize

(item'{・ まず 今 まで 使 っ て い た パ ス ワ ー ド を打 ち ます 。})

"tem,{・ 次 に 新 しい パ ス ワー ド を打 ち ます 。})

(item'{・ 打 ち 間 違 い を防 ぐ た め 、再 入 力 を 求 め られ ます 。}))

(bigBkip)

{begin-quote)

(place(filユbox(text,{Xnerrna1

託Yl)passwdX、 且

Cha皿gingyppasswordfert96000tkX、n

Oldyppasswerd;、 丑

Newpassword:、n

Retypenewpassword=、n

ye1ZevpagespasswdchangedennsOXn

罵}

,keep-spacet,baselineskipnermal-fen .t-skip)))

(e五d-quo七e)

図2.9:教 材 の記 述例
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・ ネ ッ トワー ク上 の他 の学 生 と リアル タイムで教 えあ った り、競 っ た りす る

等が あげ られ る。

以上のように利用者、教材作成者の双方からiplmioに 対する問題点が指摘 されている。

これらがなかなか解決されず、MIOシ ステム本来の特長である拡張性がこれまで生かされ

てこなかったのはマニュアルの未整備や専念 して事に当たれる人材の不足など、技術的側

面以外の制約によるところが大 きい。

教材部分 も含めたMIOシ ステムは、図2.10の ような階層構造になっている。それぞれ

の層についてどう記述し、機能拡張するかについてマニュアルは存在 しない。

mio-card形 式 で記 述

MIOLISPで 記 述

C言語で記述

図2.10:MIOシ ス テ ム の3階 層

すでに書かれたソースを読んで解読し、手を入れてい くしか方法がないので、そのよう

な姿勢が身についた者でなければ拡張ばか りか教材 を作成するのも一苦労である。プログ

ラムのステップ実行など対話的な処理を実現するために必要なMIOLISPの マニュアルだ

けで も早 いうちに整備すべ きだろう。

また、動画 ・音声処理機能の未整備はSFC特 別教室の端末 に十分な能力が備わっていな

いこと、情報処理1の カ リキュラムにないことか らくる需要不足が原因だった。これらは

特別教室端末の更新によって状況が変わることが予想されるが、キャンパス内の事情のみ

に左右され、開発が後手に回ることは避けたいものである。MIOシ ステム自体 をキャンパ

ス外 に公 開 して広 く意見を集めることも今後は必要になるだろう。

2.7最 新 の動 向 と展 望

最後に、これまでの問題 を解消すべ く行われている取り組み、MIOシ ステムの最新の動

向について紹介する。
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2.7.1MIOシ ス テ ムVersion3

1997年 秋 に向け て 、MIOシ ステ ムVersion3の 稼働 を始 め る予定 で あ る。Version2で 使

わ れてい た教材 フ ァイル はその ま ま使 えるので移行 はス ムーズ であ る。Version3の 最大 の

特 長 は 、複 数 ス レ ッ ドに よる教材 フ ァ イル読 み込 みの高速 化 にあ る。数 十ペ ー ジ分あ る教

材 フ ァイルのデ ータ を全 て読 んで か ら1ペ ー ジ 目を表示 していたの では時 間がか か りす ぎ、

「起 動が 遅 い」 「動 きが遅 い」 とい う不満 につ なが って し まう。読 む こ とので きたペ ー ジか

ら先 に表示 して しまい、そ の後 の読 み込 みは利 用者 の与 り知 らぬ裏側 で行 うよ うにす れ ば

表示 の高速化 が実現 で きる。Version3で は これ を複 数 ス レ ッドの生成 に よって行 ってい る。

2.7.2マ ルチ メデ ィア応用教育支援 システム(三 菱電機)

これはSFC研 究 コンソーシアム 「マルチ メデ ィア教育ネットワーク」の中で、三菱電機

(株)がMIOシ ステムに独 自の拡張を行 い教 員～学生間の画面の連動を行えるようにした

ものである[3}。

SFCで 情報処理1の 非常勤講師 を担 当されていた三浦敦史氏、辻川頁一一郎氏が授業での経

験 を元に、以下の問題への解決を図られた。

・ 各 自が勝 手 にオ ンラ インテ キス トを操作 し、講義 に集 中 させ に くい

・教師端末の画面を表示する大型デ ィスプレイの画面が見にくい

・学生の自端末と教師画面の間で視線の移動が必要である

1995年 度 には当時 プ 「ロトタイプが完 成 してい たMIOシ ステ ムVersion1に 、1996年 度 に

はVersion2に 対 して拡張が 行わ れた 。教 員側 のiplmioへ の操 作(ペ ー ジめ くりな ど)が 学

生側 へ転 送 され 、両 者が連 動す る。 自習 だけで な く講義 に も利 用 で きるiplmioの 新 しい可

能性 を示 す もの で ある。

現 在 の ところ は試作 品 の段 階 だが 、教 員 側 の画面 で行 う注釈(書 き込 み)の 連動 サ ポー

トが完成 す れ ば実 際 の授業 で の利用 も行 わ れ るこ とに なるだ ろ う。
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1996年 度は、初めての試み として、教材の作成作業を情報処理のTA,SAか ら広 く募 っ

て、集 まった者が責任 を持って行う形を採った。教材の作成に際しては、各担当者の履修

者としてあるいはTA,SAと して授業の進行 を支援 してきたそれまでの経験が十分に生か

されている。そ して、教材作成の経験は各担当者のこれからのTA,SAと しての活動に大

きな影響 を与えることにもなっただろう。このような形での教材の作成は、いくつもの困

難に直面 したが、学生の主導で教材を作成するという、新しい方法も確立することになっ

た。これからもこのような形で教材作成作業によりSFGの 情報処理教育が更 に発展 して

い くことを願 う。

3.1謝 辞

1996年 度の教材作成から本報告書の執筆に至るまで助言をいただいた萩野達也環境情報

学部助教授 と服部隆志環境情報学部講師に感謝する。また、冒頭部を書いていただいた斎

藤信男環境情報学部長に感謝する。最後に、なかなか進まない編集作業を暖か く見守って

いただいた斎藤信男教授秘書の岡本恵代氏 と、教材の作成から報告書の執筆に至るまで頑

張って担当箇所の作業をして くれたTA,SA諸 氏 に感謝 して しめ くくりる。
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